
　

阿久根市子育て支援情報紙

おすすめの絵本

まくらのせんにん
そこのあなたの巻
作： かがくい ひろし

出版社： 佼成出版社

まくらの仙人が、お供のしきさん、かけさんと散

歩をしていると、どうやらおかしなことが起きてい

る。ぞうさんがもがいているのです。どうなってい

るのかと言うと。 「鼻が穴から抜けなくなってし

まって。ふんが、ふんが」それはお困りだ。する

と隣では、なんときりんさんが「ふんぎ、ふんぎ」。

その隣ではうさぎさん、たこさんまで……。

新緑がキラキラと輝き、そよかぜが心地よく吹く５月。自然の美しさをたっぷり感じられる季節です。５月５日は「こどもの日」、そしてこの日から「立夏

（りっか）」を迎え、暦の上では夏の始まり。元気いっぱいの子どもたちの姿が、いっそうまぶしく感じられます。外遊びが楽しいこの時期、帽子をかぶって

水分補給をしながら、虫探しやお花つみなど、五感を使った遊びを楽しんでみてください。おうちでは、こいのぼりやかぶとを作ったり、季節の花を歌ったり、

行事にちなんだ遊びを取り入れるのもおすすめですよ。

あいこでしょ
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すみれは、よく泣きます。悲しいときも、お

こられたときも、つまづいて転んだときも。

「なくこはきらい」ってお母さんは言うけれ

ど。おばけが夢に出てきて怖いときも、け

んかしたときも。ゲームに負けて悔しいと

きや、笑いすぎた時だって。すみれは大い

に泣くのです。だってね。それには理由が

あるんだよ。それはね……

ひとはなくもの
作： みやの すみれ

絵： やベみつのり

出版社： こぐま社

5月

のびのびひろば

開催日 毎週 火・水・金曜日

時間 ９：３０～１４：３０

場所 みなみ保育園

保育園の子育て支援室を

開放しています。

子育て仲間を誘ってゆったり

過ごしてくださいね。

室内のおもちゃは自由に使えます。

☆☆☆遊びに来てね☆☆☆

わらべうた

ねずみねずみ どこいきゃ

わがすへ ちゅちゅくちゅ

ねずみねずみ どこいきゃ

わがすへ とびこんだー

♪ねずみ ねずみ

ロボット歩き

❶子どもと同じ方向を向き

ます。

❷子どもを足の甲に乗せ、

手を握って言葉をかけなが

ら、歩きます。

❸慣れてきたら、横や後ろ

に、大股で歩きます。

子どもとスキンシップ

私たちの体には、リズムを刻む「体内時計」が備わって

いて、生後４か月ごろから、日中は起きて、夜間は眠ると

いうリズムが整ってきます。１日の睡眠時間は、0〜1か月

で16〜20時間、6か月で13〜14時間、1〜3歳で11〜12時間。

朝の起床時間から逆算して、寝かしつけの時間を確認して

みましょう。

中国由来の端午の

節句ですが、柏もち

を食べる風習は日本

独自のものなのだそ

うです。

柏は新芽が出るま

で古い葉が落ちない

ことから、「家計が

絶えない」という縁

起をかついでいるそ

うですよ。

「自然に親しむとともにその恩

恵に感謝し、豊かな心をはぐく

む」という趣旨のみどりの日。

親子で近隣の公園に出かけ、樹

木や草花など春の自然に触れて

親しんでみてください。


